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1 は じ め に

筆者らは,昭和59年度からパーソナルコンピュータを利

用した宮城県稲作情報管理システムうの開発を進めてぃる。

今回は,その中のサプシステムの一つとして,気象データ
ベースを利用して水田雑草の発生消長を気象条件から診断

予測したり,AI(人工知能 )の手法を用いて雑草の形態

から雑草名を検索したりできる「水田雑草防除診断予測シ

ステムJの開発を試みたので,その概要を報告する。

2 システムの概要

本システムは,大別して二つのサブシステムと数本の独

立した処理プログラム並びに気象データベースから構成さ

れている。各々は,ォ ペレータとの対話方式により選択さ

れ実行に移される。

・ 開発言語 :N88日本語BASIC(MS― DOs版 )。

・ 開発機材 :PC-9801VM, イメージスキャナ,高解

像ディスプレイ,漢字プリンター,他。

(1)水田雑草の発生消長の診断予測サブシステム

予測方法は,ま ず高橋の方法うに準じて,水田作関係除

草剤委託試験成績 (宮城県農業センター,昭和49～ 58年 )

とデータベース化された気象観測値とから,各草種ごとに

植代期から発生始期,盛期,終期に至るまでの有効積算気

温を算出した。これに基づいて,予測当年の日別の気象観

測値又は想定値と植代4Jlと から,各発生時期の有効積算気

温に到達する月日を算出した。

予測当日までは実測値を入力し,それ以降は既定値とし

て平年値が設定されているので,任意の植代期を入力すれ

ば,各草地毎にその後の発生時期を予測し,図 1に示すと

おリディスプレイの画面に表示することができる。

また,特定の草種を選択すると,植代期を連続的に変化

させた場合の各発生時期の変化を同様にして算出し,図 2

のとおり表示することができる。

更に,年次や観測地点の異なる気象データを入力して,

発生消長の年次変動や地域格差などについても診断する事

が可能である。

対象とした草種は, ミズガヤッリ,タ イヌビエ,マ ンバ

イ,ヘ ラオモダカ,ホ タルイ, ミゾハコペ,キ ヵシグサ,

ヒロハイスノヒゲ,ア ゼナ,タ マガヤッリ,コ ナギ,ウ リ

カワ,オ モダカ,ク ログヮィの14草種である。

●)水田雑草の検索サプシステム

水田雑草の検索は,二つの検索方法を選択 して実行でき

る。対象草種は,(1)の システムと同様の14草種であるが,容

易に拡張する事が可能である。

1)雑草の形態的特徴から雑草名の検索

雑草の形態的特徴とそれを有する雑草との関係を,知識

工学でいうプロダクションルールに構成した。これに基づ

いてコンピュータが質問する雑草の特徴に対して,オペレ

ータが目的とした草種に関して,肯定,否定,不明あるい

は確信度 (1～ 9)で回答すると,全草種について当確度

を算出し,当確度の高い草種を分離抽出する方向で,次の

質問事項が選択される。これを繰り返すことによって目的

の草種が検索される。検索の 1例 として図 3を示した。

検索が終了又は草種が確定した時点で,日 本原色雑草図

鑑うに掲載されている特性の説明文及び形態図が当確度の

高い順にディスプレイ上に表示される。なお,こ の説明文

はヮードプロセッサ,形態図はイメージスキャナを使用し

て入力し, ランダムファイルとして記録した。

21 雑草名からの雑草の形態図の検索

雑草の和名と俗称をシーケンシャルファイルとして記録

した。これを検素することによって,和名又は俗称名の全

部又は一部を入力すると,そ の語を名称に含むすべての雑

草名が図 4に示すように出力され, l)の場合と同様にして,

図鑑の特性の説明文や形態図を表示することができる。

3  ま  と め

宮城県稲作情報管理システムの一環として,パーソナル

コンピュータを利用して,水田主要雑草 (14草種 )の発生

消長を気象条件から予測するシステムを開発した。

予測方法は,植代期から各草種ごとに発生始期,盛期 ,

終期までの有効積算気温を算出し,当年の気象観測値及び

想定値から草種ごとに発生時期を予測する。

気象データベースの地点名と植代期の年月日を入力する

と,草種ごとに各発生時期までの有効積算気温に到連する
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月日を算出し,そ の結果を表示する。

更に,雑草の形態的特徴から雑草名を検索するプ●ダク

ションシステムや,曖味な雑草名から和名や図鑑に掲載さ

れた説明文や図を検索 して表示する図形処理システム等を

加えて,本 システムの活用度を高めた。
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図 , 気象条件から草種毎の発生時期の予測画面

図3 雑草形態から雑草名の検索画面

図2 特定草種の植代期別発生時期の予測画面
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図4 雑草名 (俗称 )か ら該当雑草の検索画面
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